
研究概要
　ポンプ不要で効率よく液体を吸い上げること
が可能な微小流路の開発に成功しました。この
微小流路は、海辺に生息する甲殻類のフナムシ
の脚構造を模倣しており、平板状の微細突起毛
が異方的に配列している構造をもっています。
微細突起毛の配列構造や表面化学組成を制御す
ることで、水、アルコール、オイル等も吸引ポ
ンプを要せずに重力に逆らって輸送できました。

背景・従来技術
　フナムシの自発液体輸送システムは、微細構
造と液体との界面自由エネルギーの相関で実現
されていました。微細構造は流路抵抗になると
考えられていましたが、フナムシ模倣微細構造
では液体輸送を促進させていました。つまり、

微細構造と疎水性分泌液との複合効果により、
界面自由エネルギーを制御して自発液体輸送し
ていました。

特徴
　生物をモデルにした材料開発は生物規範工学
と呼ばれており、今後のエコ社会を築くために
必要不可欠な技術分野です。本研究は、自発液
体輸送プロセスという生物のもつ機能要素を抽
出した生物規範工学に基づく材料開発です。

実用化イメージ
　開発した流路の配列構造や組成制御による固
体表面張力と、液体表面張力との相関関係を利
用し、異種液体の分離プロセスへの応用も期待
できます。
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・油水分離デバイス
・防汚・防滴・防曇・防霜表面
・高粘性オイル輸送
・超親水性表面
・微量輸送管
・バイオチップ

・デジタルマイクロフルイディクスデバイス
・微量液体輸送システム
・マイクロリアクター
・微小液体センサー 
・カテーテル等の医療機器 
・油水分離システム 

共同研究を希望するテーマ利用可能な設備・装置

　自然界には驚くべき機能が隠されており、省エネルギーで効率よく達成されています。本研究は、
そのシステムを液体操作に応用しています。他にも表面構造と表面組成の制御による省エネ液体操作
を試みています。
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